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令
和
元
年
運
動
方
針
・
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
政
治
連
盟
は
、
次
の
よ
う

な
諸
活
動
を
実
施
し
た
。

第
１　

東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
活
動

【
令
和
元
年
事
業
計
画
】

東
京
協
会
と
の
連
携
の
も
と

に
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政

策
研
究
会
と
協
同
し
、
東
京
都

所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
都
が
必
要
な
措
置
等

を
講
じ
る
よ
う
、
粘
り
強
い
対

応
を
図
る
。

  

１　

要
望
活
動
の
実
施

　

各
要
望
項
目
の
実
現
を
目
指

し
、
令
和
元
年
７
月
25
日
に
都
議

会
公
明
党
、
令
和
元
年
８
月
19
日

に
都
議
会
自
由
民
主
党
と
都
議
会

立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、

令
和
元
年
10
月
４
日
に
都
議
会
自

民
党
Ｂ
Ｍ
政
策
研
究
会
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
。

２　

要
望
項
目 

　

東
京
協
会
要
望
と
同
一
内
容
で

要
望
し
た
。

①
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て②
十
分
な
予
算
措
置
並
び
に
最
低

制
限
価
格
等
を
導
入
す
る
場
合
の

協
議
に
つ
い
て

③
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札

参
加
資
格
の
審
査
に
つ
い
て

④
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

  

３　

要
望
の
進
捗
状
況

　

各
要
望
項
目
に
関
し
て
は
、
都

議
会
会
派
の
理
解
・
支
援
を
受
け
、

着
実
に
前
進
し
て
い
る
。
労
務
費

の
旧
労
務
単
価
か
ら
新
労
務
単
価

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
別
な
対
価
を

得
ず
に
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
実
際
に
現
場
に
関
わ
る
従
業
員

に
と
っ
て
は
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
の
リ
ス
ク
を
大
き
く
内
包
し
て

い
る
と
の
理
解
が
強
く
、
高
齢
従

事
者
の
退
職
が
急
増
す
る
懸
念
が

あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
、
ひ
い
て
は
事
業
継
続
性

を
よ
り
強
固
に
す
る
に
は
東
日
本

大
震
災
時
の
除
染
作
業
と
同
様
、

作
業
の
危
険
度
に
対
す
る
特
殊
勤

務
手
当
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
東
京
都
（
行
政
・
外

郭
団
体
を
含
む
）
施
設
を
利
用
し

て
の
軽
症
者
を
宿
泊
治
療
さ
せ
る

場
合
、
そ
の
施
設
管
理
に
携
わ
る

従
業
員
の
リ
ス
ク
管
理
を
考
慮
し

て
、契
約
金
額
の
割
り
増
し
等
（
特

殊
勤
務
手
当
）
の
ご
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
従
業
員
に
対
し
て
事

業
者
は
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給

し
、
リ
ス
ク
を
納
得
さ
せ
て
管
理

に
従
事
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま

す
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

５
．
都
立
施
設
利
用
中
止
の
場
合
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
免
除
に
つ
い
て

　
（
公
社
）
東
京
都
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会
は
、
毎
年
、
都
立
施

設
を
利
用
し
て
大
き
な
行
事
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
及
び
国
や
都
な
ど
か
ら
の

自
粛
要
請
に
よ
り
行
事
を
中
止
す

る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
都
立

施
設
で
は
、
一
定
期
間
経
過
し
た

場
合
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
全
額
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
と
い
う
緊
急
事
態
に
お
い
て
、

国
・
都
の
自
粛
要
請
に
従
っ
て
、

都
立
施
設
（
都
の
外
郭
団
体
等
に

管
理
を
委
託
し
て
い
る
場
合
も
含

む
）
の
利
用
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
全

額
免
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

厚
生
労
働
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
本
部
か
ら
発
信
さ
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」（
４

月
７
日
改
正
）
に
お
い
て
社
会
の

安
定
を
維
持
す
る
の
に
必
要
不
可

欠
な
事
業
と
し
て
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
が
記
載
さ
れ
た
。
人
々
が

生
き
る
た
め
に
必
要
な
事
業
と
し

て
認
め
ら
れ
た
今
、
我
々
が
で
き

る
最
善
を
尽
く
し
こ
の
未
曾
有
の

危
機
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！　

詳
し
く
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方

針　

４
月
７
日
」
で
検
索
。

　
（
１
面
下
段
よ
り
）

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
鷲
見

博
史
事
務
局
長
が
一
般
報
告
と
し

て
、
前
田
斉
理
事
（
株
式
会
社
ダ

イ
ケ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
ご
逝
去

に
よ
る
退
任
、
髙
橋
利
之
評
議
員

（
中
央
建
装
株
式
会
社
）
の
辞
任

な
ど
を
説
明
。
続
い
て
、
規
約
改

正
に
よ
り
評
議
員
会
の
審
議
事
項

で
は
な
く
報
告
事
項
と
な
っ
た
令

和
２
年
運
動
方
針
・
事
業
計
画
に

つ
い
て
横
田
英
雄
幹
事
長
が
、
令

和
２
年
予
算
に
つ
い
て
坂
野
正
和

会
計
責
任
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

を
行
っ
た
。

　

審
議
事
項
の
令
和
元
年
事
業
報

告
で
は
、
横
田
幹
事
長
が
、
都
議

会
各
会
派
や
自
民
党
東
京
都
連
に

対
す
る
要
望
活
動
、
要
望
の
進

捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
令

和
元
年
決
算
報
告
で
は
、
坂
野
会

計
責
任
者
が
、
収
入
の
総
額
は

２
７
１
６
万
円
、
支
出
の
総
額
は

１
３
０
５
万
円
、
次
期
へ
の
繰
越

額
は
１
４
１
１
万
円
と
な
っ
た
こ

と
を
説
明
。
大
村
清
保
監
事
が
、

「
当
連
盟
の
財
政
状
況
は
健
全
で

あ
る
」
と
の
監
査
報
告
を
行
っ
た
。

　

規
約
の
一
部
改
正
で
は
、
横
田

幹
事
長
が
「
会
員
の
退
会
及
び
機

関
紙
講
読
の
終
了
」「
評
議
員
会

の
成
立
及
び
選
出
資
格
」「
理
事

会
の
議
長
及
び
理
事
会
の
成
立
」

「
監
事
の
選
出
資
格
」「
報
酬
等
の

規
定
」
の
改
正
を
提
案
し
、
鷲
見

事
務
局
長
が
改
正
点
の
詳
細
を
説

明
し
た
。
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
臼
倉
宏
直
理
事
監
事
推
薦
委

員
が
、
中
央
建
装
株
式
会
社
の
髙

橋
利
之
代
表
取
締
役
の
選
任
を
提

案
。
採
決
の
結
果
、
各
議
案
と
も

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
は
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
環
境
に
従
事
者
を

派
遣
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い

レ
ベ
ル
の
衛
生
環
境
の
確
保
を
責

務
と
し
て
、
事
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。PCR
検
査
の

実
施
拡
大
も
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
範
囲
は
ま
す
ま
す
広
ま

る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の

施
設
管
理
の
受
発
注
に
お
い
て
は

他
の
施
設
と
同
様
、
地
域
別
最
低

賃
金
等
を
ベ
ー
ス
に
し
た
人
件
費

や
材
料
費
等
に
よ
っ
て
積
算
が
な

さ
れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
や
責
任
に

鑑
み
た
額
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

事
業
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
が
高

く
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
よ
う
な
事
案
が
発
生

し
た
場
合
、
受
託
を
控
え
る
事
業

者
の
出
現
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、

国
民
の
衛
生
・
安
全
を
脅
か
す
事

態
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
感
染
症
の
拡
大
防
止

等
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
施
設
に
お
い
て
は
、
そ
の
管
理

を
受
託
す
る
事
業
者
に
対
す
る
特

別
な
補
償
、
補
助
、
助
成
等
を
設

定
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

４
．
軽
症
者
宿
泊
施
設
の
作
業
従
事

者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
つ
い
て

　

厚
労
省
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
軽
症
者
等
の

宿
泊
療
養
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
都
に

送
付
さ
れ
て
お
り
、
軽
症
者
を
宿

泊
療
養
す
る
施
設
の
開
設
が
現
実

的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
の
拡
大
を
背

景
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
環
境
が
著

し
く
変
化
し
た
市
場
に
対
し
て
、

令
和
元
年
　

令
和
元
年
　
事
業
報
告

事
業
報
告
（
概
要
）

（
概
要
）

【
運
動
方
針
】

１
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
関
係
諸
法
令
及
び
税
制
改
正
等
に
つ
い
て
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
の
利
益
に
資
す
る
よ
う
適
切
な
運
動
を
行
う
。

２
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
及
び

東
京
都
地
域
選
出
の
国
会
議
員
と
の
連
携
を
密
に
し
、
東
京
都
及
び
国
に

対
す
る
要
望
活
動
を
行
う
。

３
東
京
都
各
種
団
体
協
議
会
・
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
等
と
の

情
報
交
換
を
行
い
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
連
携
し
て
運
動
を
進
め

る
。

【
事
業
計
画
】

１
東
京
協
会
と
の
連
携
の
も
と
に
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
と
協
同
し
、
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
、
都
が
必
要
な
措
置
等
を
講
じ
る
よ
う
、
粘
り
強
い
対
応

を
図
る
。

２
入
札
制
度
、
税
制
改
正
、
労
働
諸
問
題
及
び
障
が
い
者
雇
用
等
の
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
、
国
会
議
員
、
各
政
党
都
連
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
と
と

も
に
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
と
連
携
し
要
求
実
現
の
た
め

に
活
動
す
る
。

３
国
会
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
及
び
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
に
所
属
す
る
議
員
を
は
じ
め
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
理
解
者
で
あ
る
議
員
・
議
員
候
補
者
の
支
援
活

動
を
行
う
。

４
機
関
紙
「
東
京
ビ
ル
政
連
」
を
年
４
回
発
行
し
、
東
京
政
連
の
活
動
状
況

の
周
知
を
図
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
行
政
情
報
な
ど
を
迅
速
か
つ
的
確
に
会
員
に
情
報
提
供
す
る
。

運
動
方
針
・
事
業
計
画

令
和
２
年

項　目 金　額

翌年への繰越額 14,180,829

備　考
Ⅰ収入の総額

　1前年からの繰越額
　2本年の収入額
　　⑴機関紙購読料等
　　　　の事業収入
　　⑵その他の収入

Ⅱ支出の総額

　1経常経費の合計
　　⑴事務委託費用

　　⑵備品・消耗品費

　　⑶事務所費等

　2政治活動費の合計
　　⑴組織活動費

　　⑵選挙関係費
　　⑶広報活動費

　3その他の支出

28,544,829

14,118,829
14,426,000

14,376,000
50,000

14,364,000

2,601,000
1,822,000

317,000

462,000

11,213,000
7,480,000

1,350,000
2,383,000

550,000

機関紙購読料毎号 7,500 円、機関紙広告掲載料
受取利息等

協会への事務委託費用
（月額税込 151,800 円×12 か月）
事務用品・パソコン使用料等協会への分担費用
（月額税込 26,400 円×12 か月）
賃借料・電話使用料等協会への分担費用
（月額税込 38,500 円×12 か月）

全政連分担金 4,692,000 円、理事会・評議員会開催
費、新年賀詞交歓会開催費、パーティー券購入等
選挙対策費
機関紙制作費・ホームページ制作費

令和元年会計賦課消費税

単位　円

令和 2年収支予算（令和 2年 1月 1日から令和 2年 12 月 31 日まで）

〔
２
月
４
日
〕
第
１
１
３
回
理
事
会

〔
２
月
10
日
〕
髙
島
な
お
き 

新
春

の
集
い
２
０
２
０

〔
２
月
13
日
〕
高
木
け
い 

新
年
会

〔
２
月
21
日
〕
各
種
団
体
親
睦
観

劇
会

〔
２
月
25
日
〕
第
14
回
評
議
員
会

（
４
月
７
日
に
予
定
し
て
い
た
第

１
１
４
回
理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
休
会
）

東
京
ビ
ル
政
連
の
動
き

 

令
和
２
年
２
月
〜
４
月
の
動
き

厚
生
労
働
省
の
基
本
方
針
に

ビ
ル
メ
ン
業
に
つ
い
て
記
載


